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1.  Longman Advanced American Dictionary第3版（以下LAAD3）が、2013年に出
版された。同辞典の初版と第2版（以下LAAD2）は、それぞれ、2000年と2007年に
出版されている。LAAD2まで、directorを務めたDella Summersに代わり、LAAD3
では、Michael Mayorが、editorial directorとなった。LAAD2とLAAD3のカバー、
LAAD2のpp. viii-x、LAAD3のpp. viii-xii、ウェブサイトの情報に基づいて、
LAAD3の主な特徴を見てみよう。LAAD2には、185,000の語句や意味が収録され
ていたが、LAAD3では、205,000の語句と意味が収録され、改訂により、2万の語
句や意味の情報が増えている。語句の定義には、the Longman Defining Vocabulary
の2,000語をできる限り用いて、学習者が理解しやすいように、明確で分かりやすい
英語が用いられている。1 用例数もLAAD3において増加し、LAAD2では、73,000
の用例が掲載されていたが、LAAD3では、85,000の用例文が掲載されており、文脈
の中で語の意味や用法を示すよう工夫されている。ロングマン社のすべての辞典の
編纂には、3億3,000万語の話し言葉と書き言葉からなるthe Longman Corpus 
Networkという大規模データベースが用いられている。2 これには、書籍、新聞、雑
1 The Longman Defining Vocabularyの詳細とリストは、LAAD3のpp. 1991-1997を参
照のこと。
2 The Longman Corpus Networkの詳細は、PearsonELT.com. http://www.pearsonlongman.
com/dictionaries/corpus/を参照のこと。
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誌など実生活の幅広い情報源からのデータが収集されている。用例にもこのコーパ
スネットワークが用いられている。さらに、the Longman Corpus Networkには、世
界中から収集された学習者のエッセイや試験の答案の英語からなる、およそ1,000万
語のthe Longman Learners’ Corpusも含まれており、学習者の英語使用傾向をつか
み、学習者の必要に合わせた記述を辞典に入れるべく、コーパスの分析結果が生か
されている。LAAD3の特徴の一つとして、the Longman 9,000 Word Listの情報が、
新たに掲載されるようになった。これらの9,000語は、学習者が学ぶべき最も重要な
語とされ、頻度順に3段階に分けて、●●●、●●〇、●〇〇のマークを用いて提
示されている。つまり、見出し語に付された●●●は、最も高頻度の3,000語の中に
入り、●●〇は、その次に頻度の高い3,000から6,000語に、●〇〇は、その次の6,000
から9,000語の中に入ることを意味している。LAAD2では、話し言葉と書き言葉に
おいて最も頻度の高い3,000語が赤字で示されていたが、LAAD3では、学習者が学
ぶべき最も重要な9,000語が赤字で示されている。さらに、ロングマン社の辞典の特
徴として、語の頻度情報について、話し言葉と書き言葉におけるそれぞれの使用頻
度が、  、  、  、  、  、  のように掲載されている。これは、本
辞典でも初版から掲載されている情報である。  と  は、話し言葉あるいは、
書き言葉において、最も頻度の高い1,000語に、  と  は、その次に頻度の高
い1,000から2,000語に、  と  は、その次の2,000から3,000語に入ることを
表す。語のレベルについては、the Academic Word Listに含まれる語には、  の
ラベルが付されている。この情報は、LAAD2から掲載されるようになった。3 これら
の語は、学習者が、アカデミックな文章を読んだり書いたりする際に必要な語である。
これらの頻度情報やレベル情報により、学習者は、学習レベルに応じた重要語の習
得の目安をつかむことができるであろう。
初版からLAAD3まで、改訂されるごとに、コラムの充実も試みられている。初版
では、USAGE NOTEとSPOKEN PHRASESの2種類のコラムが設けられていたが、
3 LAAD2では、the Academic Word Listに含まれる語に  というラベルが使用されて
いた。
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初版のUSAGE NOTEは、LAAD2では、USAGE、GRAMMAR、WORD 
CHOICEの3つのタイプに分けられ、コラムTHESAURUSが新たに設けられた。4 
LAAD3では、これらのコラムに加え、COLLOCATIONSとSPELLINGのコラムが
新設された。
本稿では、初版のUSAGE NOTEから始まり、LAAD3まで受け継がれている
USAGEとLAAD2から始まったGRAMMARの2つのタイプのコラムに注目し、
LAAD2とLAAD3のGRAMMAR とUSAGEのコラム中の記述を比較、分析する。
このことにより、現代アメリカ英語の文法・語法に見られる変化や、英語学習におけ
る文法・語法上の留意点などをつかむことを目的とする。なお、初版とLAAD2の
USAGE （NOTE）とGRAMMARの比較分析は、藤本（2008）を参照されたい。
2.  LAAD2とLAAD3のGRAMMARとUSAGEの コラム 数 は、LAAD2は、
GRAMMARが74項目、USAGEは、30項目であり、LAAD3は、GRAMMARが
57項目、USAGEは、35項目である。それぞれのコラム数は、LAAD3において、
GRAMMARは、17項目の減少、USAGEは、5項目の増加であるが、両版のそれ
ぞれのコラムの記述内容を比較すると、LAAD2においてGRAMMARで扱われてい
た項目や内容が、LAAD3では、USAGEなど他のコラムにおいて、LAAD2では、
USAGEで扱われていたものが、LAAD3では、GRAMMARやLAAD3で新設され
たSPELLINGなどのコラムで、全く同じ、あるいは、ほぼ同じ記述内容で扱われて
いる項目もある。さらに、項目によっては、LAAD2とLAAD3において、異なるエン
トリー中に、コラムが移動しているケースもある。例えば、*Although they’re very 
busy, but/however they enjoy the work. （LAAD3、althoughのUSAGEコラム中の
用例）のように、althoughに導かれる従属節が用いられる場合、主節にbutや
howeverを用いると非文になる旨の記述は、 LAAD2では、but1のGRAMMARコラ
ムにあったが、LAAD3では、althoughのUSAGEコラムで扱われている。したがっ
4 初版でもすでに、USAGE NOTEの中で、GRAMMAR、WORD CHOICEなどのよう
に、サブタイトルがつけられている項目もあるが、LAAD2で整理、分類された。
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て、GRAMMARとUSAGEのコラム数の比較では、その情報量の増減については
明確なことは言えない。
ここで、LAAD2とLAAD3のGRAMMARとUSAGEのコラムを比較して、
LAAD3のコラムの全体的な記述の特徴を述べておこう。まず、用例については、す
べての項目においてではないが、LAAD2において、句であったものが、LAAD3では、
文になったことが挙げられよう。5 例えば、handicappedのUSAGEコラムは、
LAAD2では、physically challenged | visually impairedの用例が掲載されていたが、
LAAD3では、The classroom is accessible to physically challenged students. | They 
train guide dogs for the visually impaired.の用例になり、学習者が、その語の使用
を文あるいは文脈の中で、より明確につかむことができるように配慮されている。学
習者に誤った表現をしないよう注意を促すための用例の提示においても視認性が高
くなった。例えば、alsoのGRAMMARコラムを見てみると、LAAD2では、“NOT 
The college has also a new swimming pool”のように、NOT . . . の形で提示されて
いたが、LAAD3では、この形式も残しつつも、主には、“Don’t say: The college 
has also a new swimming pool.”のように、取り消し線が用いられるようになった。
用例中の語彙も、LAAD3において、学習者にとっては、よりなじみのある表現にな
ったものもある。例えば、foreignerのUSAGEコラムでは、LAAD2のMany 
Norwegians emigrated to the United Sates around that time.は、LAAD3では、
Many Norwegians came to the United Sates in the late 1800s.となった。LAAD2の
用例中のemigrateは、the Longman 9,000 Word Listに入っていないため、用例中
に用いるのを避け、より頻度の高い語を用いたのかもしれない。用例が、学習者にと
り、より実用的になったものもある。例えば、LAAD2のmost1のGRAMMARコラ
ム中のMost of the champagne we bought was drunk that night.は、LAAD3の
most2のGRAMMARコラム中では、Most of the cheese we bought was eaten that 
5 例えば、dayのGRAMMARコラムでは、LAAD2に掲載されていた用例のon Thursday 
/on that day /on the same day /on the second dayが、LAAD3においてもそのまま、句の
形で掲載されている。文脈がなくても学習者の理解に妨げがなく、簡潔な提示のほうが
分かりやすい場合には、句の形で用例を提示しているのかもしれない。
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nigh.のように、主語がアルコールからチーズに変更された。6 さらに、コラム中の説
明文には、学習者が理解しやすいように、できる限り文法用語の使用を避けている
ようである。LAAD2のsome1のGRAMMARコラムの説明文中で用いられていた“a 
possessive”は、LAAD3では、“a word such as ‘my, ’ ‘his, ’ ‘their, ’ etc.”のように書
き換えられた。
3.  本稿では、LAAD2とLAAD3を比較して、LAAD3において、記述に変化が見ら
れた項目を見ていく。紙幅の都合により、いくつかの例を取り上げることにする。コ
ラムの項目名には、LAAD3において、そのコラムが掲載されている見出し語を用いる。
引用文中の下線は筆者によるものである。主として、LAAD3のコラムの記述を引用
する。記述の引用は、項目によっては、一部のみのものもある。LAAD2とLAAD3
において、同じ主旨のことを述べる場合にも、LAAD3において、英文が書き換えら
れているものもあることを断っておきたい。ここで焦点をあてるのは、語の用法につ
いての記述の増減の変化や、記述内容の変化である。LAAD2とLAAD3の記述と、
アメリカ英語学習者用辞典のCollins CUBUILD Advanced Dictionary of American 
English第2版（2016）（以下CollinsAE2）とMerriam-Webster’s Advanced Learner’s 
English Dictionary第2版（2017）（以下MWALED2）の文法・語法に関するコラムな
どの記述も比較してみよう。CollinsAE2には、Usageのタイトルのついたコラムが、
MWALED2には、usageとタイトルのついたコラムと のシンボルの付された注記が
掲載されている。さらに、Garner’s Modern English Usage第4版（2016）（以下
GMEU4）の記述も調べてみよう。同書のタイトルは第3版までは、Garner’s 
Modern American Usageであった。第4版のタイトルの変更は、アメリカ英語とイ
ギリス英語のみならず、世界中で用いられている英語を包括的に扱うというアプロー
チによるものである。7 ただし、GMEU4は、学習者を対象とした学習者用辞典とは、
6 LAAD2では、most1に掲載されていた用例が、LAAD3では、上記の変更を伴って、
most2に掲載されている。
7  詳細は、GMEU4 （pp. ix-xii）のPreface to the Fourth Editionを参照のこと。
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性質が異なる。ここでは、同書のKey to the Language-Change Indexを参考にする。
これは、言語変化の容認度を、以下の5つのステージで表したものである。8 
 
Stage 1: A new form emerges as an innovation （or a dialectal form persists） 
among a small minority of the language community, perhaps displacing 
a traditional usage. [Stage 1: Rejected]
Stage 2: The form spreads to a significant fraction of the language community 
but remains unacceptable in standard usage. [Stage 2: Widely shunned]
Stage 3: The form becomes commonplace even among many well-educated 
people but is still avoided in careful usage. [Stage 3: Widespread but . . .]
Stage 4: The form becomes virtually universal but is opposed on cogent grounds 
by a few linguistic stalwarts （die-hard snoots）. [Stage 4: Ubiquitous but 
. . .]
Stage 5: The form is universally accepted （not counting pseudo-snoot 
eccentrics）. [Stage 5: Fully accepted]　　　　　　　　
（GMEU4, p. xxxi. [    ]内は、同ページ“Literal Shorthand References”の記述）
“Invariably inferior forms”には、 のマークが付されている。さらに同書では、
Google Ngram Viewerを用いて、2008年に出版された書物における、一般に使用さ
れている形と、その異形の比率情報を掲載した項目もある。これらの情報を、学習
者がどの形を優先的に使用するとよいのかということの目安にするための目的で参照
する。
3.1では、GRAMMARの項目について、3.2では、USAGEの項目について、それ
ぞれ例を挙げながら見ていく。
3.1  GRAMMARの項目で、LAAD3において記述に変化が見られた項目の例である。
8  Key to the Language-Change Indexの詳細は、GMEU4 （p. xxxi, pp. l-li）を参照のこと。
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（1） different
In speech, people use both different from and different than to talk 
about two things that are not the same: My new school is dif ferent 
from/than my old one. However, most teachers prefer different from, 
especially in writing. Don’t say: different of.
Different fromとともに、アメリカ英語では、different thanが用いられ、イギリス
英語では、different toが用いられることは、アメリカ英語とイギリス英語の違いと
してよく取り上げられる。LAAD3において、下線部の「話し言葉において」と「特に
書き言葉において」という情報が新たに加えられた。この情報は、アメリカ英語にお
けるdifferent fromとdifferent thanを学習者が使い分けるのに役立つであろう。
イギリス英語で用いられるdifferent toについては、コラム中に記述がなく、
differentのエントリー中にも掲載されていない。これは、LAAD3はアメリカ英語辞
典であることが理由であろう。
CollinsAE2のdifferentには、Usageコラムは掲載されていないが、この語のエン
トリー中には、“People sometimes say that one thing is different than another. 
This use is acceptable in American English, but is often considered incorrect in 
British English.”との記述があり、different thanは、「イギリス英語では、しばしば
正しくないとみなされる」ことが分かる。MWALED2のdifferentのエントリー中には、
usageコラムが掲載されている。そこには、different thanについて、“Dif ferent is 
also often followed by than in U.S. English. Some people believe that dif ferent 
than is incorrect, but it is very common. In British English, dif ferent can be 
followed by to. Dif ferent to is not used in U.S. English.”と記述されており、
different thanを「正しくない」とする人もいることが分かる。
GMEU4 （p. 276）によると、“Dif ferent than is often considered inferior to 
different from.”と記述され、different fromの代わりに、different thanを用いる
ことは、Stage 3 （Widespread but . . . ）で、different fromとdifferent thanの比率
は、11：1である。
LAAD3
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これらの記述から、学習者は、different fromを優先して習得し、特に書き言葉
では、different fromを用いたほうがよいと言えよう。
（2） each1
・You can use each of or every one of before plural nouns or pronouns, 
and the verb that follows should be singular: Each of the girls has a 
phone. | Every one of the girls has a phone. Don’t say: Each of the 
girls have... or Every one of the girls have....
Each ofとevery one ofの後ろに用いる動詞の形について、LAAD3では、each ofと
every one ofの後ろには、単数形の動詞を用いるようにと記述されている。LAAD3
の下線部は、LAAD2では、“Most teachers think that the verb that follows should 
be singular.”であり、each ofとevery one ofの後ろに複数形の動詞を用いることを
全面的に否定はしていない。さらに、LAAD2にあった“In informal English, 
however, people sometimes use a plural verb . . . especially when there are a lot of 
words between each of and the verb: Each of the kids arriving for the first time 
are shown around the school.”との記述は、LAAD3では削除された。この点に関し
ては、LAAD3のほうが、LAAD2よりも規範的になったと言えようか。
CollinsAE2のeachのエントリーには、Usageコラムが見られ、“Sentences that 
begin with each take a singular verb.”と記述され、コラム中には、each of が用い
られた主語と、その後ろに単数形の動詞が用いられた用例Each of the drivers has a 
license.が掲載されている。MWALED2には、each ofとevery one ofとともに用い
られる動詞の形に関しての注記はない。
GMEU4 （p. 313）には、eachが単数形と複数形のいずれの動詞をとるかについて
は、“. . . each traditionally takes a singular verb, and the best practice is to write 
each . . . is regardless of whether a plural noun intervenes （each of the members is） 
. . .”とある。Eachと複数形の動詞を用いることは、Stage 2 （Widely shunned）で、
each of them isと each of them areの比率は、12：1である。ここで、 each of 
LAAD3
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them areに、“invariably inferior forms”を意味する のマークが付されていること
に注目したい。
学習者は、each ofとevery one ofとともに用いられる動詞の形は、単数形である
ことを習得するとよいと言えるだろう。
（3） enjoy
・The verb enjoy is usually followed by an object. You say: “Did you 
enjoy your vacation?” “Yes, I enjoyed it a lot.” Don’t say: I enjoyed a 
lot.
・You say: I really enjoyed myself last night at the party. Don’t say: I 
enjoyed at the party.
・You say: He enjoys playing golf very much. Don’t say: He enjoys to 
play golf.
・People sometimes use Enjoy! on its own, when saying that they hope 
that someone will enjoy a meal, or something they are about to do: 
Here’s your pizza. Enjoy!
Enjoyの後ろに、目的語がくるのは、LAAD2では、“almost always”と記述されて
いたが、 LAAD3では、“usually”となり、さらに、enjoyが目的語をとらないで、単
独で用いられることについて、下線部の記述が加わった。
CollinsAE2には、この用法についての注記はない。MWALED2には、usageコラ
ムはないが、 のついた注記に、“In speech, enjoy is sometimes used by itself as an 
informal way of saying that you hope someone will enjoy something.”とあり、用
例のHere is your pie. Enjoy!を掲載している。
GMEU4には、enjoyのこの用法に関する記述は掲載されていない。
Enjoyが、目的語をとらないで単独で用いられる用法は、MWALED2によると、
くだけた用法である。このようなフォーマリティについての注記や、LAAD3に見ら
れるこの表現が使用される具体的な場面についての記述は、学習者が、日常生活に
LAAD3
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おいて言語を用いてコミュニケーションを行う上で、役立つものである。
（4） really
・Real is also used in informal speech to mean “very,” but this use is 
considered by some people to be grammatically incorrect and it 
should not be used in writing: That’s a real nice car.
Realを副詞として、“very”の意味で用いる用法について、LAAD3では、下線部の「書
き言葉では、用いられるべきではない」との記述が加えられたことにより、より明示
的な記述になった。
CollinsAE2には、Usageコラムは掲載されていないが、realのエントリー中に、“You 
can use real to emphasize an adjective or adverb. [AM, INFORMAL, EMPHASIS]”との
記述がある。カッコ内の注記から、この用法はアメリカ英語で用いられ、くだけた用
法であり、強調の目的で用いられることが分かる。MWALED2のこの語のエントリ
ー中の記述の“chiefly US, informal : very or really”からも、この用法は主にアメリ
カ英語で用いられ、くだけた用法であることが分かる。
GMEU4（p. 770）には、“Since the early 18th century, real has been considered 
dialectal when used for very . . . ”とある。Realをreallyの代わりに、 he’s feeling 
real badのように用いることは、Stage 3 （Widespread but . . . ）であり、feeling 
really bad と feeling real badの比率は、5：1である。用例の （he’s） feeling real 
badに付けられた のマークに注目したい。
学習者は、realを副詞として、“very”の意味で用いることは、アメリカ英語のく
だけた話し言葉以外では、避けたほうがよいであろう。
3.2  USAGEの項目で、LAAD3において記述に変化が見られた項目の例である。
（1）  each other
Some teachers prefer to use each other when talking about two people 
LAAD3
LAAD3
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or things, and one another when talking about more than two: The two 
leaders shock hands with each other. | All the leaders shock hands with 
one another. Many people do use one another when they are only 
talking about two people or things, but you cannot use each other 
about more than two. One another is more formal than each other.
Each otherとone anotherが、2者間、3者間以上のいずれに用いられるかについて
の記述は、LAAD2では、WORD CHOICEのコラムで扱われていたが、LAAD3では、
USAGEコラムに変わった。同時に、LAAD3において、下線部の記述が新たに加え
られた。これにより、学習者は、one anotherは、3者間以上にも2者間にも用いら
れるが、each otherは、2者間で用いられて、3者間以上では用いられないことをつ
かむことができる。
CollinsAE2にもMWALED2にも、each otherとone anotherの区別についての
注記は掲載されていない。
GMEU4 （p. 314）には、“Usage authorities have traditionally suggested that each 
other should refer to two people or entities <John and Bob helped each other>, one 
another to more than two <all of them loved one another>. Yet this 19th-century 
rule has often been undermined in the literature on usage . . . . Careful writers and 
editors will doubtless continue to observe the distinction, but no one else will 
notice.”とある。Each otherを3者間以上の場合に、one anotherの代わりに用いる
のは、Stage 4 （Ubiquitous but . . . ）である。
LAAD3に新たに加えられた下線部の記述中の、“. . . you cannot use each other 
about more than two.”は、やや規範的すぎる記述かもしれない。
（2）  reach1
・You reach a place, especially when it has taken you a long time to get 
there: He reached Tokyo yesterday. Don’t say: He reached at/to Tokyo. 
You arrive at a particular place or building: When are they arriving 
LAAD3
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at the airport?
・You arrive in a country or a big city: They arrive in Tokyo tomorrow.
・When you do not mention the place or when you use some adverbs, 
you do not use a preposition after arrive: Have they arrived yet? | 
When will they arrive there/here/home?
動詞reachとarriveの他動詞と自動詞の使い分けについての注記は、LAAD2では、
GRAMMARのコラムで扱われていたが、LAAD3では、USAGEのコラムになった。
LAAD3において、reachは、下線部の「特に到着するのに長い時間がかかった場合に」
との記述が入り、reachについての情報が増加した。さらに、LAAD3では、arrive
とともに前置詞を用いる必要がない場合について、LAAD2では、“Sometimes you 
do not need a preposition at all . . . ”のようなあいまいな記述であったが、LAAD3
では、下線部 “When you do not mention the place or when you use some adverbs”
のように、どのような場合なのか具体的に記述されたことにより、学習者に親切な記
述になっている。LAAD3のほうが、記述に精密さがあると言えよう。9
CollinsAE2とMWALED2には、reachとarriveの違いについて、コラムや注記は
見られない。
GMEU4には、reachとarriveのエントリーはない。
（3）  unique
You may hear people say that someone or something is “very unique,” 
“more unique,” “the most unique,” etc. to mean that he, she, or it is very 
special or unusual. Most teachers, however, consider this usage 
incorrect because if someone or something is unique, he, she, or it is 
the only person or thing like that. 
LAAD3
9 改訂により、LAAD2の用例、When will they get there/here/home?中のgetがarriveに
変更された。
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Uniqueの意味とこの語がとる形についての注記は、LAAD2では、GRAMMARの
コラムで扱われていたが、LAAD3では、USAGEコラムで扱われている。Unique
が “very special or unusual”の意味を表す場合に、この語をveryとともに用いたり、
この語の比較級、最上級の形を用いることは、LAAD2では、 “some teachers”が、「正
しくない」とみなすと記述されていたが、LAAD3では、“most teachers”がそのよう
にみなすとの記述に変わった。LAAD3は、この用法に対して、より規範的な見解を
提示していると言えようか。さらに、LAAD3では、理由として、下線部“because”
以下のuniqueであるとは「そのような唯一の人やもの」であるためとの記述が加わっ
た。LAAD3のuniqueのエントリー中には、3つの意味が掲載されている。第1義は、
“unusually good and special and not like any other”、第2義は、“[no comparative] 
being the only one of its kind”であり、uniqueが第2義で用いられる時は、比較級
などの形をとらないことが分かる。第3義は、“unique to sb/sth existing only in a 
particular place or in relation to a particular person or people”である。10
CollinsAE2には、uniqueの意味として、“Something that is unique is the only 
one of its kind”のみが掲載されており、この語の比較級、最上級に関してのコラム
や注記もない。MWALED2には、uniqueの3つの意味が掲載されている。第1義は、
“used to say that something or someone is unlike anything or anyone else”、第2義
は、“[more ~; most ~]：very special or unusual”、第3義は、“belonging to or 
connected with only one particular thing, place, or person”である。第2義の“very 
special or unusual”には、“[more ~; most ~]”の情報が付されており、uniqueがこ
の意味で用いられる場合には、この語は、比較級、最上級をとることができることが
分かる。しかしながら、この用法が、どの程度容認されているのかについては情報
が掲載されていないため、明確なことは分からない。
10 参考までに、LAAD3のuniqueのコラム中の記述には、保守的な言語観がうかがえる。
記述の中で、LAAD3では、“someone or something”が、代名詞“he, she, or it”で置き
換えられているが、LAAD2では、“someone or something”を受ける代名詞として“they”
が用いられていた。ここにも、LAAD2と比較して、LAAD3のより規範的な特徴が見受
けられる。
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GMEU4 （p. 930）には、“Strictly speaking, unique means ‘being one of a kind, ’ 
not ‘unusual. ’  Hence the phrases very unique, quite unique, how unique, and 
the like are slovenly. The OED notes that this tendency to hyperbole― to use 
unique when all that is meant is ‘uncommon, unusual, remarkable ’―began in the 
19th century. However old it is, the tendency is worth resisting.”のように、かなり
規範的な立場が見られる。この語を very unique のように、“a word of degree”と
して用いるのは、Stage 3 （Widespread but . . . ）である（p. 931）。用例の very 
uniqueに付けられた“invariably inferior forms”を意味する のマークに注目したい。
Uniqueが程度を表して、比較級、最上級をとることがあることは、学習者に積極
的に指導することを控えたほうがよいかもしれない。
4.  LAAD2とLAAD3のGRAMMARとUSAGEのコラムを比較して、LAAD3は、
現代英語の実際の姿を学習者に伝えるとともに、用法に対する母語話者や教師の態
度を記述しながら、教育的な示唆も同時に与えていることが分かった。項目によって
は、LAAD3のほうが、LAAD2よりも規範的なものもあった。LAAD3では、用例の
提示方法や説明文の記述に、学習者が理解しやすいように、より一層の配慮が見ら
れた。LAAD3において、話し言葉と書き言葉についての情報が入った項目もある。
学習者が、話し言葉や書き言葉の違いや、フォーマリティの違いにおける言葉遣い
の違いについての認識をもつことができれば、言語の使用場面に合わせた言語使用
につながるため、これらの情報は、学習者にとっては、有意義である。さらに、
LAAD3は、学習者コーパスに基づいた情報、つまり、学習者が間違えやすい事項や
必要としている内容を豊富に入れていると言えよう。
言葉は絶えず変化するとともに、世界中で英語が使用される現代において、多様
な英語を認めていこうとする動きの中で、学習者用辞典が、現代英語の言語事実を
提示しつつ、規範的な面も含む教育的な立場から、どのような言語使用の提案を文
法・語法コラムなどを通して学習者にしていくのか、今後も観察していきたい。
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